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コミュニケーションロボット 

概

要

・

品

質

・

性

能 

 

第１の対象者３０１と対面してコミュニケーションを行

い、第２の対象者４０と通信手段を介してコミュニケーシ

ョンを行うコミュニケーションロボット１０であって、自律的

に動作を行う第１のモードと、第２の対象者４０から指示

された動作を行う第２のモードと、第２の対象者４０の動

作を反映する動作を行い、第１の対象者３０１と第２の

対象者４０とのコミュニケーションを媒介する第３のモー

ドとを実行する。このロボット１０は、対面する人３０１に

対して円滑なコミュニケーションを行うことができ、また、

通信手段を介して接触する人４０との円滑なコミュニケ

ーションが可能であり、さらに、対面する人３０１と通信

手段を介して接触する人４０との間の円滑なコミュニケ

ーションを取り持つことができる。 

 

 
ロボットの使用形態を模式的に示す図 

 

ロボットの構成を示すブロック図 

用 

 

途 

 

介護ロボット、ガイドロボット、店員ロボット、ウェーターロ

ボット等のサービスロボットに広く適用可能。 

技

術

移

転 

①形 態 特許売却、特許実施権供与 

②相手先 問わない 

③地 域 国内に限定 

実

用

化

・

情

報 

［試 作・実 験］ 完了 

［製造・販売実績］ なし 

［技術情報の提供］ 技術資料、特許公報 

［情報提供者］  埼玉大学 研究機構  
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